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平成22年度　博物館・市民会館事業カレンダー

●4月
  3日（土）   野田市制施行60周年記念事業・企画展「関根金次郎と渡辺東一～将棋界を支えた二棋士の生涯～」
　  　　　　開始（～ 7月 5日）
  3 日（土）　収蔵品特別展示　四代勝文斎作押絵行灯 2点（～ 17日）
  4 日（日）　第６回呈茶席
  4 日（日）　第 61回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「心に響く音楽を目指して～音楽の都・ウィーンで学ん
　　　　　  だこと～」
17日（土）　オープンサタデークラブ「いけ花講座」及び「日本舞踊」開始（3月 5日まで、全 16回）
18日（日）　第 61回寺子屋講座（芸道文化講座）「山岳写真と私」
19日（月）　野田市立東部小学校 6年生来館
28日（水）　市民会館名人戦準備等のため休館（～ 5月 8日） 
●5月
  6 日（木）　市民会館で第 68期名人戦七番勝負第 3局開催 (・7日 )
16 日（日）　第 62回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「責任ある仕事～次世代に伝えたい想い～」
16日（日）　第 62回寺子屋講座（芸道文化講座）「茂木佐邸で聞く　名人戦の世界とその舞台裏」
●6月
  3 日（木）　野田市立中央小学校 2年生来館（・14・17・24日）
  6 日（日）　第 63回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「新聞屋さんから広がるまちづくり」
20日（日）　第 63回寺子屋講座（芸道文化講座）「元気な「ちば」を創る食育」
24日（木）　野田市立中央小学校 3年生来館
30日（水）　野田市立第一中学校職場体験 1名の受入（・7月 1日）
●7月
  4 日（日）　第 64回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「多文化共生って何だろう ～外国人との協働～」
  4 日（日）　第７回呈茶席
  6 日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 16日）
17日（土）   企画展「野田に生きた人々　その生活と文化　パート 3」開始（～ 9月 27日）
18日（日）　第 64回寺子屋講座（芸道文化講座）「ご先祖様を探す ～最も身近な歴史探訪～」
25日（日）　第 10回ミュージアム・コンサート「時代を巡って…」
28日（水）　博物館実習生 8名の受入（～ 8月 7日）
30日（金）　勾玉作り体験教室（第 1回）
●8月
  1 日（日）　第 65回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「ボケたらどうする？～認知症介護の現場から～」
  1 日（日）　第 65回寺子屋講座（芸道文化講座）「戦国関東のお城と社会～「城掟」を読む～」
  5 日（木）　勾玉作り体験教室（第 2回）
  5 日（木）　小・中学校初任者研修「社会奉仕体験活動」研修の受入（・6日）
23日（月）　野田市新規採用学校教職員研修への協力
●9月
  5 日（日）　第 66回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「木目の魅力を引き立てる家具の塗装～木が好きでもっ
　　　　　 と美しく仕上げたい～」
  6 日（月）　野田市立宮崎小学校 4年生来館
12日（日）　特別公開「関宿台町の大絵図＆古文書」（・18日）
12日（日）　古文書相談（・18日）
19日（日）　第 66回寺子屋講座（芸道文化講座）「２時間でできるストラップづくり」
23日（木）　市民交流会（観月会）
28日（火）　博物館展示替えのため休館（～ 10月 8日）
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●10月
  3日（日）　第67回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「うんがいい！ 事業～利根運河交流館1周年を振り返って～」
  9 日（土）　特別展「利根運河三十六景～運河をめぐる、ひと・もの・こと～」開始 (～ 12月 6日 ) オープニ
　　　　　  ング・レセプション
10日（日）　キャリアデザイン講演会「今日は人生の中で一番若い日～生涯育自とライフキャリアデザイン～」
16日（土）　3館合同記念講演会「オランダ人お雇い技術者と利根運河」
17日（日）　第 67回寺子屋講座（芸道文化講座）「樋口一葉「たけくらべ」のおもしろさ」
23日（土）　利根運河めぐり歩き「自然とのふれあい」
●11月
  6 日（土）　3館合同事業「3館めぐりバスツアー」（・13日）
  7 日（日）　第 68回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「昭和 30年代の海外旅行～旅行業は代書業？～」
11日（木）　野田市立中央小学校職場体験 2名の受入（・12日）
14日（日）　利根運河めぐり歩き「歴史回廊を歩く」
21日（日）　第 68回寺子屋講座（芸道文化講座）「取り戻せる里山の自然～江川地区の実績と今後の取り組み～」
23日（火）　利根運河めぐり歩き「ぶらり散策」
24日（水）　野田市立川間中学校職場体験 3名の受入（～ 26日）
27日（土）　利根運河めぐり歩き「生きものの里めぐり」
28日（日）　第 8回呈茶席
●12月
  5 日（日）　第 69回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「私の原風景～建築家が見た途上国復興支援の実情～ 」
  5 日（日）　第 69回寺子屋講座（芸道文化講座）「和竿と横笛作りに魅せられて」
  7 日（火）　博物館展示替え、市民会館整備工事のため全館休館（～ 1月 4日）

●1月
  5 日（水）　常設展示リニューアルオープン
  5 日（水）　市民公募展「わが家のおひなさま」開始（～ 3月 11日）
12日（水）　野田市立関宿中央小学校 3年生来館
16日（日）　第 70回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「靴を使ってカラダ改善～健康は自分で守る～」
16日（日）　第 70回寺子屋講座（芸道文化講座）「春風館館長が語る野田の剣道」
22日（土）　山中直治コンサート
26日（水）　文化財防火デーにあわせて消防訓練の実施
27日（木）　野田市立南部中学校職場体験 5名の受入
●2月
  5 日（土）　キャリアデザイン連続講座「次世代に伝えたいマナー」（第 1回）
  6 日（日）　第 71回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「刺激的で楽しいまちづくりを目指して～ＮＰＯ法人そい・
　　　　　   びーんずの活動を語る～」
12日（土）　キャリアデザイン連続講座（第 2回）
19日（土）　キャリアデザイン連続講座（第 3回）
20日（日）　第 71回寺子屋講座（芸道文化講座）「和紙で作るひな人形」
25日（金）　「クラブフェスタ 2011」の開催（～ 27日）
●3月
  6 日（日）　第 72回寺子屋講座（まちの仕事人講話）「趣味が嵩じて～ 1.8 倍楽な高出力自転車の事業化～」
10日（木）　野田市立七光台小学校 4年生来館
11日（金）　東日本大震災にともない、博物館休館（～ 4月 8日）
　　　　　  東日本大震災にともない、市民会館休館（～ 14日、18日～ 31日）
                 ※休館期間中に予定されていた事業は中止（詳細は 77ページ参照）

2011年

17



資料収集・保管・整理事業
事業区分：委託事業　
新収蔵資料

寄託返却・除籍等

資料名
古写真 等
古文書
トリスバーコンパ開店チラシ
徳利 等
唐箕 等
お守り 等
福助足袋
薬研 等
将棋名人戦全集
関東大震災関係資料 等
慶長中外伝 等
野田病院金庫
目吹・塩田昭之助家文書 等
オガ 等

麹蓋（蓋付）

付け下げ 等
キッコーマン醤油2リットル瓶木箱
八番地　梅郷村全図
ディスクオルゴール 等
木原徹也氏収集文書
アルマイト製弁当箱 等
昆虫標本
電話機 等
機関銃印自転車大売出しチラシ
東京を中心として　名蹟勝地一日の遊覧
新亜細亜濠洲欧州周域地図 等
内務省東京土木出張所直轄河川工事記念帖
千葉茨城埼玉職業別電話名簿 等
キハク印醤油出荷披露広告
山崎式醸造機械型録 等
誉の栞
絵はがき
第三回内国勧業博覧会第三部三類
野田組製造醤油出品広告
キッコーマン醤油昭和九年秋期特売規定 等
野田醤油株式会社　水道使用規程
建築記録／東京中央電信局 等
東京醤油会社規則 等
下総国輿地全図  等
千葉県立野田農学校19回卒業記念アルバム
春風館道場屋根瓦 等
「ＮＨＫのど自慢」ご当地看板
野田市郷土博物館断面模型1/30

資料名
飾り太刀（資料番号3993）
ハライ（資料番号6658）
酒造家店先図絵馬（資料番号7914）

件数
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14

15

16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33

34
35
36
37
38
39
40
41
42

件数
1
2
3

点数
7
145
1
2
4
7
1
34
13
15
68
1
114
5

1

3
1
1
67
35
3
282
98
1
1
2
1
6
1
2
1
8

1

2
1
4
2
2
1
48
1
1

点数
1
1
1

受領日
4月9日
4月9日
4月9日
4月16日
5月20日
5月28日
6月8日
7月7日
8月19日
10月15日
10月29日
11月9日
11月29日
12月8日

12月28日

1月25日
2月9日
2月10日
2月17日
2月22日
3月3日
3月10日
6月8日
5月12日
7月29日
9月15日
10月29日
10月29日
10月29日
12月1日
12月20日
12月21日

12月24日

12月28日
12月28日
2月9日
2月17日
3月10日
3月29日
2月8日
2月10日
8月19日

手続日
8月3日
8月3日
2 月 23日

収集方法
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈

寄贈

寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄贈
寄託
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入
購入

購入

購入
購入
購入
購入
購入
購入
移管
移管
製作

手続区分
除籍（移管）
除籍（移管）
返却

寄贈・寄託者・移管元
山崎長治郎氏
松本富夫氏
大澤一秋氏
宮川英一氏
荒井三男氏
戸辺信次氏
岡野香里氏
小山聖氏
渡邉典子氏
茂木佐平治氏
田中豊久氏
キッコーマン総合病院
塩田昭之助氏
玉ノ井芳雄氏
キッコーマン食品株式会社
商品開発本部しょうゆ開発部
渡野邉八重子氏
横田良一氏
髙梨綾子氏
舟澤武久氏
木原徹也氏
澁谷由梨子氏
菊地晃一郎氏
新井敏之氏

野田市教育委員会社会教育課
野田市文化会館
東海大学岩岡竜夫研究室

事由
管理上の事由により鈴木貫太郎記念館に移管
管理上の事由により鈴木貫太郎記念館に移管
寄託者の要望により返却
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修繕・修復等
○製造場絵図面（資料番号 3671）　裏打ち、額装をしてリニューアルされた常設展示にて公開。（業者：
　彫美堂五井）

○寺後遺跡出土弥生土器（資料番号 7135）他 2点　欠落部分の石膏補修を除去し、バイサムで修復。（業
　者：鈴木康弘）

○関宿台町文書（資料番号 8140）　リーフキャスティングで虫損部分を修復。（業者：東京修復保存セン
　ター）

資料の整理及びデータ入力
　古文書、和書、写真、雑誌を中心に保存状態改善のため中性紙封筒や同段ボールへの移し替えと、分
類に基づく収蔵状況の改善作業を行った。土器の保存状態改善のため、21 点分の専用保存箱を館内で
作成した。収蔵能力向上のため、本館収蔵庫に新たな棚を設置した。
　収集した文書資料 5件約 400 点、収蔵済みの文書資料 4件約 300 点についてパソコンを用いて目録
を作成した。館蔵の文書資料群の概要、検索手段等に関するデータベースの更新を行った。資料台帳の
電子化のためデータベースソフトへ基本情報約 4,000 件のデータ入力を行った。

裏打ち・額装前 裏打ち・額装後

修復前 修復後

修復前 修復後
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地域文化の調査研究
○利根運河に関する調査研究　運河周辺の自然環境や新四国八十八ヶ所運河霊場について調査し、特別
展の展示及び図録に反映させた。
○上花輪・樽職人菅谷又三氏調査　寄贈希望資料約 700 点については寄贈手続きに向け、目録を作成
中であり、そのうち約 500 件のデータ入力と写真撮影を実施した。
○常設展示リニューアル関係資料の調査　リニューアルに向けて江戸時代の舟運と醤油、明治期の醤油
づくりの道具と広告、大正期の企業城下町と樽、昭和期の戦争と生活、文化活動に関して資料を調査し
常設展示に反映させた。
○関宿台町文書　昨年度収集した同文書群について、自主研究グループ野田古文書仲間の活動に合わせ
て裁判の資料翻刻、経過のまとめを行うとともに、関連資料の調査と現地調査を実施した。

キャリアデザインの調査研究
○「わが家のおひなさま」展にともなう市民の思い出調査　「わが家のおひなさま」展に際し、約 48人に
ひな祭りの思い出に関する聞き取り調査を行い、各自がキャリアを振り返る機会とすると共に、その内
容を展示解説等に活用した。

講演・講座等への協力

研究報告等の執筆
○柏女弘道　「キャリアデザインと市民公募展のあり方について～市民公募展「思い出のモノ語り」を通
して～」2009 年度年報紀要、2011.3
○田尻美和子　「博物館研究の未来と活用を考える～野田市郷土博物館の場合～」2009 年度年報紀要、
2011.3
○佐藤正三郎　「地域博物館における「市民サークル主体型展示」の可能性～まちなみ研究会による歴史
的建造物の活用とまちづくり～」2009 年度年報紀要、2011.3
「印旛沼開削に従事した庄内藩「郷夫」の研究」『村田一男先生古稀記念論集』、2010.7

調査研究事業
事業区分：委託事業　

内容：醤油関係資料調査への協力と民具整理の方法についての意見交換。　　　　　　

6月14日 神奈川大学の資料調査への協力 学芸員 佐藤　場所：市民会館

内容：「野田市郷土博物館におけるドキュメンテーションの現状と課題」と題した講義。

6月27 日 東京大学の博物館学（学芸員資格課程）受講生への講義 学芸員 佐藤　場所：市民会館

内容：学芸員の案内解説で市内中央地区、関宿城跡周辺を散策。

8月23 日 野田市新規採用学校教職員研修の案内解説 学芸員  田尻・佐藤場所：市内

内容：3館合同の利根運河展に先立ち、「利根運河三十六景」と題した講義。

9月19 日 関宿城博物館の歴史講座での講義 学芸員 柏女場所：関宿城博物館

内容：「野田・関宿で活躍した人々」というテーマでの講演。

1月19 日 千葉県立関宿高校の総合的な学習の時間での講演 学芸員 田尻場所：千葉県立関宿高校

内容：博物館の活動と自主研究グループ野田古文書仲間の活動について発表。

2月4日 NPO法人歴史資料継承機構第二回例会での講演 学芸員 佐藤場所：学習院大学

内容：「醤油のまち・野田の樽つくりのお話」と題した講義。

9月5日 出版OB会東葛地域懇　面白ゼミナールでの講義 学芸員 田尻場所：アミュゼ柏
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○大貫洋介　「これから学芸員を目指す皆様へ」院友学芸員 2009 年号

市民つどいの間での所蔵図書の公開
例年同様、図録及び郷土資料図書を閲覧に供した。叢書類約 670 冊の目録を作成し、公開した。また、
キャリアデザインやまちづくり、博物館学に関する書籍約 20 冊を購入し配架した。随時、学芸員が対
面、または電話によるレファレンスサービスを行った。

フィルムコミッション
市民会館にてCMなど 3件の撮影が行われた。また、CMや雑誌の撮影に関する問い合わせや視察が約
10件あり、情報の提供を行った。

資料閲覧
展示していない当館所蔵資料のうち、閲覧の申請があった 49件について資料を収蔵庫から出し閲覧に
供した。

資料館外利用

写真等貸出
当館が所有する写真や画像等 19件について貸出をした。

公開事業
事業区分：委託事業　

貸出先：流山市立博物館　　　　　
利根運河株式会社株券（資料番号 3361）等 237 点 4月 9日～ 4月 30 日

目的：企画展「利根運河120年の記録～魅力ある土木遺産～」の事前調査のため　

貸出先：松戸市立博物館　　　　　
虎綱（資料番号 652） 1点 7月 22 日～ 3月 31 日

目的：常設展への出陳のため　　　　　　　　

貸出先：流山市立博物館　　　　　
利根運河株式会社株券（資料番号 8042）等 226 点 9月 15 日～ 12月 15 日

目的：企画展「利根運河120年の記録～魅力ある土木遺産～」の展示のため　　　

貸出先：土浦市立博物館　　　　
関東河絵図（資料番号 2517） 1点 10 月 22 日～ 12月 19 日

目的：企画展「ふたつの霞ヶ浦　カワをわたった人・モノ・情報」の展示のため　

貸出先：野田市史編さん委員会　　
染谷静男家文書（資料番号 6261） 58 点 9月 10 日～ 9月 17 日

目的：『野田市史資料編近現代1』刊行準備の資料収集として写真撮影を行うため

貸出先：市原市立ちはら台桜小学校
一斗樽（資料番号 7910） 1点 12 月 4日～ 12月 19 日

目的：4学年の社会科の授業で使用するため　　　　　　　

貸出先：野田市史編さん委員会　　
総武通運関係文書「営業報告書」（資料番号 6283）等 6点 1月 14 日～ 1月 15 日

目的：『野田市史資料編近現代1』刊行準備の資料収集として写真撮影を行うため
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１．目的
　これまで 1階は主に企画展や特別展、2階は醤油をテーマとした常設展示を行ってきた。2階常設展
示は全国的にも珍しい醤油関係資料を展示し好評を博してきたが、開館以来あまり更新されておらず時
代に合わない箇所があり、野田の通史を知りたいという来館者の要望にも十分応えられない状態であっ
た。このため平成 19 年度の指定管理開始時から、これまで収集した資料を活用し、「野田に生きた人々
の生活と文化」をテーマに野田に住んでいた人々の生活が時代ごとに一目でわかるような展示を目指し
準備してきた。今回のリニューアルに際しては従来の資料収集と研究蓄積に基づくこと、解説が容易な
ように展示にストーリー性をもたせることを重視した。

２．展示内容
　通史展示ではあるが全時代の紹介は展示スペースや資料などの制約があることから、対象とする時代
を醤油醸造業が本格的になる近世中期（18 世紀）から 1950 年代までに絞った。また時間軸を基本にし
ながら、各時代の概説よりも野田の特徴やコレクションの目玉を勘案し、いくつかのテーマに絞って紹
介することとした。前半は来館者から要望が多く、全国的にも有数のコレクションである醤油関係、後
半は親しみやすく、学校などの要望も多い昭和期の暮らし等に力点を置いた。

（１）　江戸時代
　利根川と江戸川沿いの河岸の発展と、それに支えられた醤油醸造業の隆盛について、全国的にも珍し
い醤油醸造の絵馬や関東醤油番付などを軸に古文書や模型を交えて展示した。
（２）　醤油づくりの道具と明治時代
　明治初期まで行われた手作業による醤油醸造の様子を模型と道具の実物、写真を交えて紹介した。ま
た明治期、各醤油醸造家が宣伝やブランド確立に用いた印について看板やレッテルなどを展示した。
（３）　企業城下町の誕生と樽作り
　大正期の野田醤油株式会社の成立による企業城下町としての都市形成と、醤油の容器として盛んに作
られていた樽について、古写真や製樽道具などをもとに展示した。
（４）　昭和期の農業と生活
　昭和 30 年代までの農業、生活道具や戦争の影響、戦後の文化活動について紹介した。小学校などの
昔の暮らし、道具などの見学にも対応可能である。

展示事業
常設展示リニューアル

野田に生きた人々の生活と文化
開　始：1月 5日（水）
会　場：博物館 2階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料

事業区分：委託事業
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資料名
櫻田精一「コンポジション」
デジタル標高地形図
高瀬船（模型）
パネル（江戸川絵図 今上河岸周辺）
写真（江戸川の高瀬船）
郷村高反別并銘細書上帳（今上・松本家文書）
川岸問屋御運上御請并仲間定書帳
（今上・松本家文書）
今上・中野台両河岸駄賃取極一札
醤油醸造絵馬
関東醤油番付
和漢三才図会
給金規定
御本丸西御本丸御用立札
御膳御用箱
御本丸西御本丸御用額
田安一橋清水御膳御用額
銭箱
千両箱
醤油製造所絵図面
模型（野田の醤油造りの様子）
麹蓋
写真（麹室）
叩き板
ササラ
掻桶
担ぎ桶
写真（運搬）
櫂竹
桃桶
しぼり袋
締木の先端
写真（圧搾）
柄長
漏斗
樽
写真（樽詰め）
押絵扁額「野田醤油醸造之図」
大日本物産図会　下総国醬油製造之図
野田組製造醬油出品広告
看板「天上」
商標目録
醬油印鏡一覧
醤油ビン結用レッテル
醤油用レッテル
薬師如来座像
阿弥陀如来像
パネル（野田町絵図）
写真（中野台河岸の蒸気船）
写真（下町を走る人車鉄道）
写真（野田町駅の貨車）
写真（醤油樽を載せたトラック）
写真（空から見た第17工場周辺）
写真（野田尋常高等小学校）
写真（給水所）
写真（興風会館）
町勢一班
パネル「町勢一班にみる野田の概要と職業」
東葛飾郡案内記

番号
1
2
3
4
5
6

7

8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58

所蔵者・提供者
当館蔵
国土地理院提供
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1334）
茂木佐平治
当館蔵
当館蔵（資料番号3053）

当館蔵（資料番号3053）

当館蔵（資料番号3013）
愛宕神社寄託（資料番号2665）
当館蔵（資料番号291）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号2262）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1464）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1227）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1225）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1337）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1338）
当館蔵（資料番号102）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1333）
当館蔵（資料番号3671）
当館蔵（資料番号2638）
当館蔵（資料番号8354）

キッコーマン株式会社寄託（資料番号1238）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1237）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号2671）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1230）

キッコーマン株式会社寄託（資料番号1234）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1246）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1248）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号2670）
野田市史編さん担当
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1235）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1248）
当館蔵（資料番号3526）

キッコーマン株式会社寄託（資料番号1228）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号3298）
当館蔵（資料番号5717）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1349）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号2679）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号3286）
当館蔵（資料番号3049）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号3289）
当館蔵（資料番号300）
当館蔵（資料番号2696）
当館蔵（資料番号4334）

当館蔵（資料番号8330）

当館蔵（資料番号7427）

備考（年代）
昭和29年（1954）
現代

安政4年（1857）
近代
宝暦10年（1760）

安永4年（1767）

文久4年（1864）
天保15年（1844)
天保11年（1840）
正徳5年（1715）
近世後期～末期
近世
近世
嘉永7年（1854）
天保6年（1835）
近世
嘉永5年（1852）
明治前期

明治初期
明治10年（1877）
明治23年（1890）
明治30年（1897）頃
明治29年（1896）
明治31年（1898）

鎌倉時代初期
近世
大正14年（1925）
大正年間
大正年間
大正初期
昭和4年（1929）
昭和初期
昭和3、7年竣工
大正12年（1923）竣工
昭和4年（1929）竣工
大正14年（1925）

大正3年（1914）

展示資料一覧
コーナー

醤
油
の
印

※所蔵者・提供者 敬称略

二
つ
の
川
と
河
岸

醤
油
造
り
の
道
具

企
業
城
下
町
・
野
田
の
発
展

醤
油
の
町
・
野
田
の
名
声

23



資料名
中野台戸邉回漕店文書
北総鉄道沿線案内
野田運送店営業報告書
野田醤油株式会社案内
山崎式醸造機械型録
財団法人興風会要覧
醤油王国　味合帳
野田尋常高等小学校増築校舎記念帳
商売繁盛双六
祝総武発展全線開通広告
九升樽クシガタ
九升樽上十
九升樽木白
九升樽キッコーマン
九升樽水上
パネル「製樽工配置図」
尺採り
入際
入際
外銑
外銑
外銑
外銑
内銑
内銑
内銑
竹削銑
側切鋸
廻し引鋸
正直台
馬
締木
木槌
鉋
内鉋
もと切銑
写真（側板を削る）
写真（結い立て）
製樽就業掲示板
白ビン「上十」
2リットルビン
８リットル缶
足踏み式脱穀機
写真（脱穀作業）
唐箕
鋤
風呂鍬
備中鍬
写真（農具と人々）
写真（田植え）
写真（麦刈り）
写真（旧川間村重要農産物品評会）
軍服
鉄帽
写真（愛国婦人会）
写真（防空監視所）
写真（灯火管制本部）
自治組合回覧板控
日記

番号
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117

所蔵者・提供者
当館蔵（資料番号1862）
当館蔵（資料番号4318）
当館蔵（資料番号6288）
当館蔵（資料番号3854）
当館蔵（資料番号8341）
当館蔵（資料番号7418）
当館蔵（資料番号4336）
当館蔵（資料番号4371）
当館蔵（資料番号3446）
当館蔵（資料番号4317）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1262）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1265）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1264）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1261）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1263）

当館蔵（資料番号3512）
当館蔵（資料番号3509）
当館蔵（資料番号3509）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1171）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1174）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1176）
当館蔵（資料番号3569）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1175）
当館蔵（資料番号3565）
当館蔵（資料番号3567）
当館蔵（資料番号3092）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1203）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1204）
当館蔵（資料番号3518）
当館蔵（資料番号3516）
当館蔵（資料番号3567）
当館蔵（資料番号3504）
当館蔵（資料番号3515）
当館蔵（資料番号3606）
当館蔵（資料番号3109）

当館蔵（資料番号3366）
当館蔵（資料番号655）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1292）
キッコーマン株式会社寄託（資料番号1273）
当館蔵（資料番号2236）

当館蔵（資料番号6691）
当館蔵（資料番号6741）
当館蔵（資料番号5412）
当館蔵（資料番号6182）

当館蔵（資料番号7927）
新井敏之寄託（資料番号8023）

当館蔵（資料番号3998）
玉ノ井芳雄寄託（資料番号8029）

備考（年代）
大正元年（1912）
大正14年（1925）
明治44年 (1911)
昭和4年（1929）
大正15年（1926）
昭和4年（1929）
昭和7年（1932）
昭和7年（1932）
昭和8年（1933）
昭和5年（1930）
大正7年以前
大正7年以前
大正7年以前
大正7年以前
大正7年以前

明治～大正期
昭和8年（1933）頃
昭和7年（1932）頃

昭和30年代

昭和16年（1941）
戦中
戦中
戦中
戦中
昭和16年（1941）
昭和16年（1941）

コーナー

戦
時
下
の
生
活

企
業
城
下
町
・

野
田
の
発
展

醤
油
樽
と
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人

近
代
の
農
業
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資料名
衣料切符
慰問袋
防空チラシ
鉄鍋
真空管ラジオ
パネル「野田市ができる前の野田」
パネル「市民生活早わかり」
パネル（市営住宅平面図）
扇風機
洗濯板
手回し式洗濯機
パネル「当館設計案の変化」
パネル「野田市文化団体協議会の博物館建設構想」
食生活展覧会パンフレット
興風会図書館読書会チラシ
野田の史跡
野田美術展覧会目録
野田市郷土博物館資料展示会目録
郷土博物館建設特別委員会資料
野田市郷土博物館模型　１／１００
野田市郷土博物館落成記念陳列目録

番号
118
119
120
121
122
123
124
125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138

所蔵者・提供者
鈴木栄一寄託（資料番号4209）
当館蔵（資料番号4020）
当館蔵（資料番号4173）
当館蔵（資料番号5453）
当館蔵（資料番号4085）

当館蔵（資料番号2903）
当館蔵（資料番号6599）
当館蔵（資料番号7574）

当館蔵（資料番号2900）
当館蔵（資料番号2900）
当館蔵（資料番号2900）
当館蔵（資料番号2900）
当館蔵（資料番号2900）
当館蔵（資料番号2900）
当館蔵（資料番号626）
当館蔵（資料番号2900）

備考（年代）
昭和19年（1944）
昭和16年（1941）以降
昭和12年（1937）
戦中
昭和20年（1945）頃

昭和34年（1959）
昭和37年（1962）
昭和前期

昭和30年代

昭和29年（1954）
昭和30～40年代
昭和27年（1952）
昭和28年（1953）
昭和30年（1955）
昭和32、33年
昭和33年（1958）
昭和34年（1959）

コーナー

戦
時
下
の

生
活

戦
後
の
民
主
化
と
文
化
活
動

３．評価
　来館者から好評を得ている点として、時間軸を基本にいくつかのテーマで展示を再構成したことで以
前よりもわかりやすく、解説が容易になったこと、醤油づくりの模型を特製のケースに入れ、以前より
も低い位置に展示したことで子どもにも見やすくなったことがあげられる。市指定文化財を中心に展示
器具を新調したことで、東日本大震災でもこれらの資料には影響が無かった。また長年常設展示してき
た資料の一部を撤去したが、来館者からは大きな不満は聞かれない。
　今後の課題として、昭和の生活道具については、今後、明確な収集方針とともに調査を進めコレク
ションの充実を図り、展示に反映していく必要がある。このほか、子ども向け解説や解説シートなど、
継続的に展示する常設展示ならではのツール作りを検討したい。また調査・研究や収集、来館者の反応
を見ながら、少しずつでも継続的に展示内容を見直していきたい。

収蔵品特別展示

四代勝文斎作押絵行灯（2点）
期　間： 4 月 3日（土）～ 17日（土）
会　場：博物館 1階展示室

全て各都道府県にゆかりのある歌舞伎の一場面であり、当時の人気役者の似顔絵が描かれている。また、
開口部には河鍋暁斎や川端玉章など著名な画家の絹絵が嵌め込まれている。全国にも類例を見ない貴重
な美術品であるが、資料保存のため常時公開することができない。そのため平成 8年より、所蔵してい
る全 41点の押絵行灯から毎年 2点ずつ収蔵品特別展示として期間を区切り公開している。今年度は「助
高屋高助の秩父庄司重忠（埼玉）」「市川小団次のしのぶ（宮城）」を公開した。

１．展示内容
　当館所蔵の「押絵行灯」は、明治の押絵細工の名手として
知られる四代勝文斎の作品である。前面に施された押絵は

暮
ら
し
の
変
化
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１．目的
　本企画展は、市制施行 60 周年記念事業として第 68 期名人戦第 3局が開催されることにあわせて、
対局会場の市民会館と同じ敷地にある郷土博物館で将棋に関する展示を行い、名人戦の開催を一体的に
盛り上げることを目的とした。市民には将棋と野田の深いかかわりを知ってもらい、地域に誇りをもっ
てもらうことを狙いとした。

２．展示内容
　棋界へ多大な貢献をした野田市東宝珠花出身の棋士・関根金次郎と渡辺東一の関連資料を紹介してそ
の業績をたたえ、現在の棋界、名人戦の成り立ちの背景を示した。また、会場内に将棋盤や駒を置き、
自由に使用できる「対局コーナー」を設けたり、第 68期名人戦第 3局終了後は関連の品を追加展示する
など、将棋愛好家にも市民にも、名人戦開催を切り口に、将棋の世界に親しんでもらえる内容とした。

（１）　関根金次郎十三世名人
　明治初頭から昭和にかけて活躍した関根金次郎十三世名人の直筆の書、写真、着物等を展示した。阪
田三吉との有名な対局の様子や、自ら名人退位の「大英断」をすることで江戸時代以来続いてきた終身名
人制から、真に実力のある棋士が「名人」となる実力名人制への改革を実現したことなど、その波乱万丈
の生涯を紹介した。
（２）　渡辺東一名誉九段
　関根名人門下で、同じく東宝珠花出身である渡辺東一の、免状類、愛用の将棋盤や駒、着物や身の回
りの品物、日記、多くの棋友や弟子から寄せられた揮毫色紙等を展示した。関根と同じく、棋界に尽く
し、後継者の育成に力を注いだ生き様を多角的に知ることのできるコーナーとした。
（３）　野田市と将棋
　日本将棋連盟関根金次郎支部、野田市桜将会などの協力を得て、愛棋家の所蔵品を陳列したほか、市
内で開催した女流名人位戦、第 68期名人戦第 3局の関連資料を展示した。関根金次郎と渡辺東一の将
棋へかけた想いが、市民の手によって現代に息づいている様子をあらわすコーナーとした。

展示事業
野田市制施行 60周年記念事業・企画展

関根金次郎と渡辺東一 ～将棋界を支えた二棋士の生涯～
会　期：4月 3日（土）～ 7月 5日（月）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
入館者：8,428 人
協　力：野田市関根名人記念館、日本将棋連盟関根金次郎支
　　　　部、野田市桜将会
事業区分：委託事業
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資料名
写真（関根金次郎）
写真（渡辺東一）
将棋盤、駒台
盛り上げ駒　宮松影水作
羽織、着物、袴（関根金次郎着用）
羽織、着物、袴、下駄（渡辺東一着用）
パネル（関根金次郎　渡辺東一　関連年表）
写真（関根金次郎と渡辺東一の記念対局）
写真（立会人を務める東一）
若き日の関根金次郎
写真（日枝神社境内）
扁額「人生感意氣」関根金次郎書
色紙「将」関根金次郎書
写真（関根金次郎と阪田三吉との対局）
扇子「追善将棋大会」
扇子「月桂冠」
扇子「龍」
関根金次郎と花田長太郎の対局
掛軸「神徳有一心」関根金次郎書
掛軸「古之君子」
掛軸「駐香車後」
写真（関根金次郎肖像）
写真（関根金次郎肖像）
写真（東京朝日新聞社にて）
関根金次郎の写真
関根金次郎の落款
色紙「昇龍」大山康晴書
色紙「一誠」中原誠書
置き駒「王将」
タオル
写真（法要で弔辞を述べる渡辺東一）
冊子「関根名人作品集」
写真（関根金次郎の碑）
賞状
写真（渡辺東一と花田長太郎の対局）
六段免状
八段免状
「名人戦塚田渡邊戦譜」を元にした対局再現
棋譜「名人戦塚田渡邊戦譜」
写真（閉会の挨拶をする渡辺東一）
盤覆
名誉九段認定の賞状
扇子
銀杯
勲四等瑞宝章の勲記
恩賜のタバコ
勲四等瑞宝章の勲章
写真（叙勲の日の東一）
祝詞
賞状、トロフィー
弔辞
色紙「難局はきびしき恩師なり」渡辺東一書
色紙「忍」渡辺東一書
色紙「玄妙」渡辺東一書
陶器
盤覆
書状　原田泰夫書
色紙「清風明月一生富」原田泰夫書
色紙「日本海」原田泰夫書

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59

所蔵者
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
当館蔵（資料番号7010、7012他）

個人蔵
個人蔵
個人蔵

当館蔵（資料番号7570）
個人蔵
個人蔵
当館蔵（資料番号7652）
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
当館蔵（資料番号7875）
個人蔵
個人蔵
個人蔵
当館蔵（資料番号7569）
個人蔵
個人蔵

個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵

個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵

備考（年代）
昭和10年代
昭和50年3月12日

昭和16年4月11日
昭和39年
明治30年頃

昭和15年

大正6年10月22日

大正10年頃
昭和10年頃
昭和9年7月24日

昭和60年

大正14年8月
昭和10年
昭和5年
昭和16年4月1日付

昭和16年10月28日
昭和45年6月26日
昭和24年3月6日
昭和50年
昭和55年
昭和50年
昭和55年4月29日
昭和55年4月29日
昭和55年4月29日
昭和55年4月29日
昭和60年1月1日

昭和60年
昭和49年8月
昭和53年1月1日
昭和53年2月

昭和30年

展示資料一覧
コーナー

棋
士
・

渡
辺
東
一

※所蔵者は敬称略

関
根
金
次
郎
と

渡
辺
東
一

名
人
制
の
改
革

渡
辺
東
一
の

棋
友
と
弟
子

棋
士
・
関
根
金
次
郎

関
根
と
渡
辺
・
棋
界
へ
の
貢
献

関根金次郎
将棋指しの
道へ
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４．評価
展示内容　関根金次郎と渡辺東一の業績を紹介する特別展は平成 18年度に一度開催していたため、展
示資料選定と展示構成の目処はつけやすかったが、一方で以前の特別展の来館者にも満足してもらうた

３．関連事業
○寺子屋講座
事業区分：自主事業
実施日：5月 16 日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：企画展に関連づけて、第 62 回芸道文化講座の講
師を野田市民生経済部参事で関根名人記念館担当の松尾師
孝氏に依頼し、名人戦誘致までの経緯、当日の舞台裏での
動き、後日談を中心にお話しいただいた（詳細は寺子屋講
座の項も参照）。

資料名
『名人戦全集』
色紙「老松萬年鶴」大山康晴書
色紙「無心」中原誠書
色紙「不撓」二上達也書
色紙「将棋は苦し　酒は楽し　人生は哀し」芹沢博文書
色紙「祝還暦　名誉会長八段　渡辺東一先生」
色紙「峯の雪がさけ」井伏鱒二書
色紙「母心子知」前田山書
色紙（似顔絵）
猿面硯
印鑑と朱肉
駒台
折れ財布
茶器

渡辺東一の日記

盛り上げ駒　豊島龍山作
彫り駒　宮松影水作
彫り駒
彫り駒
将棋に関する古書籍
将棋盤、駒台、駒
色紙「無限妙」木村義雄書
色紙「虚心」木村義雄書
駒をモチーフにしたグッズ
金次郎を題材にした歌謡曲のテープ、CD
表彰盾
色紙（詰め将棋）塚田正夫書
将棋盤
写真（第35期女流名人位戦第2局）
写真（第36期女流名人位戦第2局）
写真（第36期女流名人位戦大盤解説）
盛り上げ駒　鷹山作
駒形の置物
写真（第68期名人戦第3局）
将棋盤
扇子「忍」三浦弘行書
扇子「玲瓏」羽生善治書
第68期名人戦第3局の封じ手

番号
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73

74

75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97

所蔵者
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵

個人蔵

個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
関根金次郎支部
関根金次郎支部
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
秘書広報課
秘書広報課
秘書広報課
個人蔵
個人蔵

関根金次郎支部
関根金次郎支部
関根金次郎支部
関根金次郎支部

備考（年代）

昭和61年
昭和41年

昭和35年1月1日～
昭和54年10月3日

平成21年2月1日
平成22年1月31日
平成22年1月31日

平成22年5月6、7日
平成22年5月6、7日
平成22年5月5日
平成22年5月5日
平成22年5月6日

コーナー

第
68
期
名
人
戦

第
３
局

渡
辺
東
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棋
友
と
弟
子

渡
辺
東
一

身
の
回
り
の
品
々

渡
辺
東
一

ゆ
か
り
の
駒

市
内
の
愛
棋
家
た
ち

寺子屋講座「茂木佐邸で聞く
名人戦の世界とその舞台裏」
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後は、実際に使用した将棋盤や盛り上げ駒、封じ手などの展示資料に対して興味が集まった。しかし名
人戦開催後の５月後半から 7月の頭にかけて、来館者数は減少していった。将棋や名人戦に関心のある
人は、会期の比較的早い段階で来館したものと思われる。
　その他、来館者の感想は展覧会アンケート集計（44～ 48 ページ）を参照。

５．第 68期名人戦七番勝負第 3局の開催について
　このたびの第 68 期名人戦七番勝負第 3局の野田市開催は、野田市制施行 60 周年記念事業として、
市が主催して実施した事業の一つである。当館に関係する内容としては、対局会場となる市民会館整備
（障子の張替、襖新調、畳の直し）を対局前に行ったこと、当日のテレビ中継の映像撮影を博物館内で行
ったこと（中継時間にあたる時間は休館とした）である。当日は、初手観戦等 2日間計 4回（各 15 分程
度）、抽選で当たった人が対局を観戦することもできた。さらに大勢の将棋ファンのためには、別施設
「欅のホール」で映像を用いた大盤解説が行われた。また、在庫僅少であった平成 18年度特別展「関根金
次郎と渡辺東一」の図録を増刷し、博物館、市民会館、欅のホールで販売した。

名人戦関連スケジュール

め新資料の追加や、新しいコーナーを設けて対応した。さ
らにパネルやキャプションの文章を、今回の名人戦に結び
付けて理解できるように全面的に作成し直したことで、名
人戦会場（市民会館）との一体的な機運を醸成できたと考え
る。予算等の都合上、本展覧会は本来市民参加型を指向す
る企画展枠での開催となった。そのため市民参加の要素を
入れ込む一環で、館内に「対局コーナー」を設置したが、想
定したほど来館者に活用されなかった。子ども向けの対局
イベントなどの開催も検討すべきであったと思われる。

来館者の反応　将棋愛好家が積極的に来館する一方、将棋
に関心のない来館者が入館に躊躇する場面があった。そう
した来館者に対しては、職員、ボランティアともに野田市
出身の人物と文化を紹介する気持ちで案内するようにした
ところ見学後は満足感を得ていただくことができた。
　名人戦開催前後は爆発的に来館者が増加し、活況を呈し
た。質問も名人戦に関連する内容が相次ぎ、特に対局終了

月　日

4月28日（水）
～5月4日（火）

5月5日（水）

5月6日（木）

5月7日（金）

5月8日（土）
5月9日（日）

市民会館（4/28 ～ 5/8 臨時休館）

会場整備（障子張替、襖新調、畳直し）

機材設営、対局棋士・関係者検分等

9:00-18:30　名人戦開催 1日目

9:00-21:30　名人戦開催 2日目
（132 手で羽生名人の勝ち）

撤収
通常開館

博物館

通常開館

通常開館、中継機材設営

9:00-10:00、16:00-17:00 中継
10:30-15:30　開館

9:00-10:00、16:00-17:00、20:45-21:00 中継
10:30-15:30　開館 

通常開館
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１．目的
　本企画展では例年、小、中学生を主な対象に、野田の歴史を旧石器時代から現代まで、人々の生活と
文化に焦点をあて紹介してきた。今年度は 2階常設展示のリニューアルに向けた準備としても位置づけ
た。さらに樽職人・菅谷又三氏の道具など新収蔵資料や自主研究グループについて展示し、最近の当館
の活動を紹介することも目的の一つとした。関連事業では古代（勾玉作り）、中世（寺子屋講座）、近世・
近代（古文書相談・寺子屋講座）と各時代に関係した企画を行うことで、市民が展示にとどまらず幅広く
様々な形で地域の歴史を学び、体験できるようにした。

２．展示内容
　例年同様に旧石器時代から古墳時代までを考古遺物をもとに展示し、さらに常設展示リニューアル
（22～ 25 ページ）を念頭に、江戸時代以降をいくつかの時代とテーマに分けて展示した。

（１）　旧石器時代から古墳時代までの生活と文化
　例年通り土器や埴輪等の出土遺物を中心としながら、例年よりも野田の特徴を意識して縄文時代の貝
塚に着目して詳しく紹介する一方、遺物や調査成果の少ない弥生時代を省略して紹介した。
（２）　近世から昭和 30年代までの生活と文化
　常設展示リニューアルへの試行と位置づけ、近世の川と醤油、近代の交通や建築、戦争期の暮らし、
戦後の文化運動等、近現代をいくつかのテーマに分け展示した。また現在調査中の樽職人・菅谷又三氏
の膨大な道具類について、一部を作業場の再現などを交えて紹介した。

展示事業
企画展

野田に生きた人々　その生活と文化　パート３
会　期：7月 17日（土）～ 9月 27日（月）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
入館者：5,627 人

事業区分：委託事業

資料名
尖頭器　2点
石器　11点
尖頭器と削器　5点
石器　8点
貝塚断面模型　
山形土偶
ミミズク形土偶
ミミズク形土偶
異形土器
土偶

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10

（出土地名）
寺後遺跡
槙の内遺跡
三ツ堀遺跡
本郷遺跡

野田貝塚
野田貝塚
野田貝塚
内町貝塚
内町貝塚

所蔵者
当館蔵（資料番号7119）
当館蔵（資料番号7118）
当館蔵（資料番号7120）
当館蔵（資料番号7117）
当館蔵（資料番号2699）
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7129）
野田市教育委員会
野田市教育委員会

備考（年代）
旧石器時代
旧石器時代
旧石器時代
縄文時代草創期
縄文時代
縄文時代後期～晩期
縄文時代後期～晩期
縄文時代後期～晩期
縄文時代
縄文時代後期

展示資料一覧
コーナー

※所蔵者は敬称略

縄
文
時
代

旧石器
時代
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資料名
土版　3点
耳飾
耳飾　5点
深鉢形土器
深鉢形土器
深鉢形土器
注口土器
壺形土器
鉢形土器
注口土器
注口土器
注口土器
異形台付土器
鉢形土器
壺
高坏
長頸壺
高坏
器台
坏　5点
鉄鎌
直刀
鉄剣
管玉
勾玉
剣形品
有孔円板
臼玉
円筒埴輪
朝顔形埴輪
馬形埴輪
人物埴輪
人物埴輪
人物埴輪
鶏形埴輪
魚形埴輪
弥陀一尊種子板碑
題目板碑
弥陀三尊種子板碑
醤油醸造絵馬
土地境目につき覚
日記出入帳
江戸川沿い絵図
今上・中野台両河岸駄賃取極一札
中利根川絵図
写真（野田古文書仲間の調査）
人車鉄道のレール
写真（下町を走る人車鉄道）
第3回内国勧業博覧会広告
野田醤油株式会社案内図
山崎式単筒砂煎機広告
蔵働募集ポスター
瀬戸河岸内国通運会社分社旗
野田人車鉄道路線平面図
トラックの写真
野田運送店営業報告書
千葉県営鉄道案内
祝総武発展全線開通広告
川蒸気船通運丸賃金改正表

番号
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69

（出土地名）
内町貝塚
内町貝塚
野田貝塚
目吹新立貝塚
中野台貝塚
香取原貝塚
野田貝塚
山崎貝塚
野田貝塚
香取原貝塚
山崎貝塚
岩名貝塚
野田貝塚
山崎貝塚
堤台松山遺跡
堤台松山遺跡
二ツ塚古墳群
三ツ堀遺跡
三ツ堀遺跡
南大和田遺跡
ボタモチ山遺跡
香取原古墳群
香取原古墳群
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
上灰毛遺跡
香取原古墳群
香取原古墳群
流山市内
東深井古墳群
東深井古墳群
門倉公園前古墳
東深井古墳群
東深井古墳群
野田市内
野田市内
目吹

松本清八家文書
茂木勇右衛門家文書
松本清八家文書

関宿台町文書

郵便関係文書

所蔵者
野田市教育委員会
野田市教育委員会
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7071）
当館蔵（資料番号7140）
当館蔵（資料番号1035）
当館蔵（資料番号7138）
当館蔵（資料番号3424）
当館蔵（資料番号649）
当館蔵（資料番号1039）
当館蔵（資料番号7141）
当館蔵（資料番号2550）
当館蔵（資料番号7139）
当館蔵（資料番号7070）
当館蔵（資料番号6934）
当館蔵（資料番号7013）
当館蔵（資料番号7106）
当館蔵（資料番号1801）
当館蔵（資料番号6931）
野田市教育委員会
当館蔵（資料番号7328）
当館蔵（資料番号1113）
当館蔵（資料番号1112）
当館蔵（資料番号7113）
当館蔵（資料番号7112）
当館蔵（資料番号7111）
当館蔵（資料番号7110）
当館蔵（資料番号7114）
当館蔵（資料番号1086）
当館蔵（資料番号6986）
当館蔵（資料番号50）
当館蔵（資料番号2266）
当館蔵（資料番号2267）
当館蔵（資料番号4102）
当館蔵（資料番号4105）
当館蔵（資料番号4104）
当館蔵（資料番号2758）
当館蔵（資料番号2737）
当館蔵（資料番号2733）
愛宕神社寄託（資料番号2665）
当館蔵（資料番号6985）
当館蔵（資料番号152）
当館蔵（資料番号6985）
当館蔵（資料番号3013）
当館蔵（資料番号8140）

当館蔵（資料番号3770）

当館蔵（資料番号3297）
当館蔵（資料番号3854）
当館蔵（資料番号5856）
当館蔵（資料番号4572）
当館蔵（資料番号3346）
当館蔵（資料番号2429）
当館蔵（資料番号2324）
当館蔵（資料番号6288）
当館蔵（資料番号3416）
当館蔵（資料番号4317）
当館蔵（資料番号2625）

備考（年代）
縄文時代後期
縄文時代
縄文時代
縄文時代前期
縄文時代中期
縄文時代後期
縄文時代晩期
縄文時代晩期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代後期
縄文時代晩期
縄文時代晩期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代後期
古墳時代前期
古墳時代前期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代中期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
永和5年（1379）カ
文明16年（1484）
大永3年（1523）
天保15年（1844）
寛政6年（1794）
文久4年（1864）
近世
文久4年（1864）
明治4年（1871）
平成21年（2009）
明治、大正期
大正期
明治23年（1890）
昭和4年（1929）
昭和期
大正11年（1922）
近代
明治後期
近代
明治末～昭和初期
大正6年（1917）
昭和5年（1930）
明治10年（1877）

コーナー

古
墳
時
代

縄
文
時
代

船
か
ら
鉄
道
、
ト
ラ
ッ
ク
へ

野
田
の

板
碑

野
田
の
醤
油
造
り
と

河
岸
の
に
ぎ
わ
い

31



資料名
初荷祝　人車鉄道社員集合写真
野田人車鉄道株式申込証
写真（興風会館）
パネル（興風会館平面図）
写真（野田尋常高等小学校）
写真（給水塔）
パネル（大日本職業別明細図）
写真（野田高等女学校）
写真（野田商誘銀行）
航空写真（中心市街地）
空から見た野田市
航空写真（上町から下町方面）
航空写真（野田町駅周辺）
自治組合回覧板控
配給品仮控
看板「千葉県水産物卸商業組合野田配給所」
衣料切符
ラヂオ
防空用電灯の笠
パネル「戦時中の建物強制撤去」
写真（愛国婦人会）
写真（防空監視所）
写真（灯火管制本部）
防空チラシ
米軍宣伝ビラ
野田防空監視哨哨員任命書
野田防空監視哨日別勤務予定表
慰問袋
現役兵証書
軍隊手帳
入営祝い
軍隊用コッヘル　4個
軍服
軍帽
野田醤油株式会社創立40周年記念寄付目録
博物館設立準備委員会看板
パネル「文化団体協議会結成当時の加盟団体」
野田地方の古代文化
野田の史跡
野田美術展覧会目録
食生活の変遷
野田市郷土博物館資料展示会目録
野田文化　第一集
パネル「市民生活早わかり」
市勢要覧と記念誌　8冊
野田市歌楽譜
野田市歌のＣＤ
関宿町旗
野田市制60周年ポスター
「住んでよかった　ほのぼの野田市」
菅谷又三氏の作業場再現　道具一式
民芸樽「忍」
看板「樽のこころ」
看板「樽菊製樽所」
写真（作業小屋の奥側内部）
写真（作業小屋の全景）
写真（作業小屋の手前西側）
作業小屋の調査立面図
民芸樽

番号
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98
99
100
101
102
103
104
105
106
107
108
109
110
111
112
113
114
115
116
117

118

119
120
121
122
123
124
125
126
127

中川仲右衛門家文書

戸邉昭二家文書
玉ノ井芳雄家文書

所蔵者
当館蔵（資料番号2450）
当館蔵（資料番号3898）

当館蔵（資料番号3660）
戸塚博司提供

当館蔵（資料番号3998）
当館蔵（資料番号3999）
当館蔵（資料番号8207）
当館蔵（資料番号4209）
当館蔵（資料番号4085）
当館蔵（資料番号3969）

当館蔵（資料番号8265）
当館蔵（資料番号8265）
当館蔵（資料番号8265）
当館蔵（資料番号4173）
当館蔵（資料番号1438）
当館蔵（資料番号5795）
当館蔵（資料番号5784）
当館蔵（資料番号4020）
当館蔵（資料番号5776）
当館蔵（資料番号5781）
当館蔵（資料番号5498）
当館蔵（資料番号4174）
当館蔵（資料番号7927）
当館蔵（資料番号4301）
当館蔵（資料番号4356）
当館蔵（資料番号6671）

当館蔵（資料番号2900）
当館蔵（資料番号2900）
当館蔵（資料番号2900）
当館蔵（資料番号2900）
当館蔵（資料番号2900）

当館蔵
当館蔵（資料番号295）
個人蔵
当館蔵（資料番号7568）

当館蔵

個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵
個人蔵

備考（年代）
大正3年（1914）
明治32年（1899）
昭和4年（1929）竣工

昭和3、7年竣工
大正12年（1923）頃竣工
大正14年（1925）
大正14年（1925）竣工
大正15年（1926）竣工
平成10年（1998）
昭和45年（1970）頃
昭和初期
昭和初期
昭和15、16年
昭和20、21年
昭和20年（1945）頃
昭和19年（1944）
昭和20年（1945）頃
戦中
戦中
戦中
戦中
戦中
昭和12年（1937）
戦中
昭和16年（1941）
昭和17年（1942）
戦中
昭和20年（1945）
昭和20年（1945）
昭和18年（1943）
戦中
昭和16年（1941）
戦中
昭和31年（1956）
昭和29年（1954）

昭和25年（1950）
昭和27年（1952）
昭和28年（1953）
昭和29年（1954）
昭和30年（1955）
昭和35年（1960）
昭和34年（1959）
昭和25年～平成13年
昭和25年（1950）
平成15年（2003）
現代

平成22年（2010）

現代
現代
昭和60年頃
昭和60年頃
平成21年（2009）
平成21年（2009）
平成21年（2009）
平成21年（2009）
現代

コーナー

戦
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３．関連事業
○勾玉作り体験教室
実施日：第 1回　7月 30 日（金）10時～ 12時
　　　　第 2回　8月 5日（木）10時～ 12時
内　容：古代の生活や文化を学芸員が説明した後、勾玉の実物を観察しつつ、滑石を用いて勾玉を作成
した（詳細はキャリアデザイン事業の項も参照）。

○寺子屋講座
事業区分：自主事業
実施日：7月 18 日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：企画展に関連づけて、第 64 回の芸道文化講座の
講師を当館自主研究グループ野田古文書仲間の大澤一秋氏
に依頼し、身近な歴史としてのご先祖探しの方法と魅力を
お話しいただいた。（詳細は寺子屋講座の項も参照）。

実施日：8月 1日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：企画展に関連づけて、第 65 回の芸道文化講座の
講師を千葉城郭研究会会員で一橋大学大学院博士後期課程
の竹井英文氏に依頼し、戦国期関東の「城掟」から、当時の
城の管理や維持方法についてお話しいただいた（詳細は寺
子屋講座の項も参照）。

○関宿台町の大絵図＆古文書　特別公開
実施日：9月 12 日（日）、18日（土）
　　　　10時～ 12時、14時～ 16時
場　所：市民会館　松竹梅の間、雪月桃の間
来場者：計 45人
内　容：20 畳ほどの大絵図をはじめ昨年度収集した関宿
台町の古文書を期間限定で公開し、当館学芸員と自主研究
グループ野田古文書仲間が解説を行った。

○古文書相談（読解・保存法・学習法）
実施日：9月 12 日（日）、18日（土）
　　　　10時～12時、14時～16時
場　所：市民会館　松竹梅の間、雪月桃の間
参加者：計 12件 15 人
内　容：古文書の読み方や学習方法、保存方法などについ
て、当館学芸員と自主研究グループ野田古文書仲間がアド

資料名
看板「千葉県指定伝統的工芸品」
樽型醤油差、酒器など　4点
写真（樽を作る菅谷氏）

番号
128
129
130

所蔵者
個人蔵
個人蔵

備考（年代）
昭和61年（1986）
現代
平成19年（2007）

コーナー

樽職人・
菅谷又三

寺子屋講座「ご先祖様を探す
～最も身近な歴史探訪～」 

寺子屋講座「戦国関東のお城と社会 
～「城掟」を読む～」 

大絵図＆古文書　特別公開
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宿台町文書のうち利根川絵図については来館者の関心の高いテーマであり、多数の質問などが寄せられ
た。
　その他、来館者の感想は展覧会アンケート集計（44～ 48 ページ）を参照。

バイスを行った。貴重な資料情報も多く寄せられ、うち 2
件はその後、当館に寄贈された。

４．評価
展示内容　常設展示リニューアルへの準備という位置づけ
が強かったが、2階で常設展示中の大型資料は移動できな
かった。このため近世や近代の一部コーナーでは展示でき
る資料が少なく、苦慮した。近世以降の各時代を丁寧に区
切った展示としたことで、大人に対しては時代毎の解説が
容易になった。一方で従来の生活文化展に比べて子どもに
はやや難しいテーマも多く、わかりやすい資料が少ない面
もあったようだ。また、これまでの展示とは逆に入り口か
ら右回りにみる構成にしたが、ややわかりにくい動線にな
ってしまった。
　各時代の関連企画を準備したが、勾玉講座や関宿台町文
書の公開、古文書相談では展示とのリンクがうまくいっ
た。逆に寺子屋講座では展示内容との関係がやや不明確で
あった。講座前後の紹介や展示内容を盛り込むなどの工夫
が必要であった。

来館者の反応　展示室中央の大型ケースに配置した、樽職
人・菅谷又三氏の道具と作業場の再現が好評だった。一方、
野田のもう一人の樽職人・玉ノ井芳雄氏についても紹介し
て欲しい、という反応が数件あった。このほか、生活文化
展では初めて戦争期や昭和の暮らしについて重点的に展示
したことで、一定年齢以上の来館者を中心に、懐かしい、
昔のことを思いだした、といった大きな反応があった。関

相談会で持参された古文書
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１．目的
　特別展は学芸員の調査研究にもとづいて野田に関する学術的な展示を行う。また、展示に関連した講
演会等を行い、地域を深く知る機会とする。
　野田市南端を流れる利根運河は平成 22年に通水 120 年を迎えた。これを記念して利根運河周辺の千
葉県立関宿城博物館、野田市郷土博物館、流山市立博物館が合同して、利根運河を共通のテーマとする
展覧会を同時開催することとなった。3館がそれぞれ異なる切り口で、地域の誇る利根運河の姿を広く
伝え、未来へと継承していく一助となることを目指した。
　関宿では利根川舟運との係わりについて、流山では開鑿や利根運河会社について取り上げ、当館では
運河の観光や自然をテーマとした。過去から現在までの運河をめぐる「ひと」や「もの」、「場所」や「未来へ
の取り組み」を三十六景として紹介し、展示を通して実際に運河をめぐる機会とした。これにより、地
域の貴重な自然・観光資源としての利根運河の価値を再発見することを目的とした。

２．展示内容
　利根運河の見所を三十六景としてまとめ、「自然とのふれあい」「ぶらり散策」「歴史回廊を歩く」「生きも
のの里めぐり」の 4つのテーマに分けて展示を構成した。また、展示室内に運河の全景を収めた約
2,500 分の 1の航空写真を展示し、来館者に運河の全体像が伝わるようにした。

（１）　自然とのふれあい
　運河の堤防で見られる植物や、かつて関東桜の名所として一大観光地となった桜並木の歴史と現在の
桜鑑賞スポットなどについて古写真や現在の写真を展示した。
（２）　ぶらり散策
　東武野田線の歴史や運河駅から散策できる範囲にある施設や公園の写真と、新四国八十八ヶ所運河霊
場に関する古文書や運河終焉後の運河霊場再建の取り組みの中で作成されたマップなどを展示した。八
十八ヶ所の大師像については番外 1体を含む 89体全ての写真を並べて紹介した。
（３）　歴史回廊を歩く
　運河開鑿時や戦時中の浚渫工事、運河を通航した蒸気船と運河に架かる橋などに関する古文書や錦
絵、古写真を展示した。また、運河周辺の東深井古墳群から出土した埴輪を展示した。

展示事業
利根運河通水 120年記念合同企画事業・特別展

利根運河三十六景 ～運河をめぐる、ひと・もの・こと～
会　期：10月 9日（土） ～ 12月 6日（月）
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時 ～ 17時
入館料：無料
入館者：6,018 人

事業区分：委託事業
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（４）　生きものの里めぐり
　運河周辺で見られる田んぼの生きものやサシバ、ヨシゴイなどの渡り鳥の写真と、生きものの棲家と
なっている野田市の江川地区の市民農園、流山市の新川耕地、柏市の大青田の森や湿地について写真で
紹介した。

資料名
運河堤上へ桜樹植付願
桜樹植付場所及方法書
写真（西深井地先の桜）
写真（水堰橋からの風景）
写真（山高野地先の桜）
写真（桜と船）
写真（運河水辺公園の桜）
パネル「現在の桜鑑賞スポット」
写真（におどり公園の桜）
写真（開花）
写真（みどりに覆われた堤防）
写真（オオジシバリ）
写真（チガヤ）
写真（ヘビイチゴ）
写真（ミコシガヤ）
写真（ケガクミヤコグサ）
写真（ノアザミ）
写真（ツユクサ）
写真（イヌゴマ）
写真（ヤブカンゾウ）
写真（ヒガンバナ）
写真（堤防から見たひょうたん池）
写真（自然林内の遊歩道）
写真（ハス）
写真（ヤマユリ）
写真（白鳥）
写真（利根運河と江戸川の合流点）
写真（ダイヤモンド富士）
写真（西深井湧水）
写真（運河鉄橋を渡る蒸気機関車）
写真（千葉県営軽便鉄道開通記念）
千葉県営軽便鉄道開通記念盃
千葉県営鉄道案内
北総鉄道沿線案内
総武電車沿線案内
東京を中心として名蹟勝地一日の遊覧
総武電車沿線めぐり
大宮船橋開通記念乗車券
チラシ「桜の運河と清水公園へ」
写真（新川と桜）
写真（別館内装）
写真（旧館外観）
写真（旧館内装）
写真（堤防上から見た工場）
写真（仕込蔵のタンク）
角樽
荷物引合通
荷物引合通
新四国八十八ヶ所運河霊場創建の趣旨
八十八尊体建立者名簿
寄附者芳名

番号
1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
40
41
42
43
44
45
46
47
48
49
50
51

所蔵者・提供者・撮影者
柳澤清彦
柳澤清彦
山中金三
山中金三
山中金三
海老原伸夫

野田スカイスポーツ振興会
岩槻秀明

東武博物館
キッコーマン国際食文化研究センター
当館蔵（資料番号2431）
当館蔵（資料番号3416）
当館蔵（資料番号3402）
野田市立興風図書館
当館蔵（資料番号8316）
野田市立興風図書館
野田市立興風図書館
当館蔵（資料番号7565）

割烹新川

当館蔵（資料番号1836、1839、1842）
当館蔵（資料番号6893）
当館蔵（資料番号6893）
利根運河大師護持会
利根運河大師護持会
利根運河大師護持会

備考（年代）
明治24（1891）年
明治24（1891）年
大正4（1915）年
昭和6（1931）年
昭和6（1931）年
昭和初期
平成22（2010）年

平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成20（2008）年
平成20（2008）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成20（2008）年
平成22（2010）年
大正時代
明治44（1911）年
明治44（1911）年
大正6（1917）年
大正14（1925）年
昭和初期
大正8（1919）年
昭和5（1930）年
昭和5（1930）年
昭和9（1934）年
平成22（2010）年
平成18（2006）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年

昭和4（1929）年
昭和5（1930）年
大正2（1913）年
大正2（1913）年
大正2（1913）年

展示資料一覧
コーナー

※所蔵者・提供者・撮影者は敬称略
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資料名
霊地御砂並納経譲渡書
円東寺入仏式案内
諸石註文帳
懐中日記
写真（再建された利根運河大師堂）
写真（再建発起人会）
写真（利根運河大師堂落慶法要記念）
運河霊場八十八ヶ所順路案内（複製）
運河霊場八十八ヶ所順路案内
新四国八十八ヶ所霊場御詠歌
白装束
輪袈裟
法被
バッグ
金剛杖
幟「運河大師」
写真（新四国八十八ヶ所運河霊場大師像　第1番～第89番）
写真（春遍路）
写真（秋遍路）
パネル「大師像所在地図」
パネル「利根運河大師札所リスト」
写真（森田果園絵はがき）
写真（ビリケン像）
写真（森田繁男）
写真（運河水辺公園）
写真（水位観測所と運河橋）
写真（利根運河碑）
写真（ムルデル顕彰碑）
写真（顕彰碑のレリーフ部）
写真（江戸川河川事務所運河出張所外観）
写真（利根運河交流館内）
写真（第5回うんがいい！朝市）
写真（ギャラリー平左衛門外観）
写真（ギャラリー2階）
写真（蔵の前に飾られた建築当時の瓦）
写真（桜のにおどり公園）
写真（におどり公園内の風景）
写真（公園中心部の流山工業団地）
写真（河口公園入口）
写真（江戸川サイクリングロードから見た河口公園）
東京両国通運会社川蒸気往復盛栄真景之図
写真（利根運河を航行する蒸気船）
通運丸乗船鑑札
利根川汽船航路案内
利根川勝地案内
写真（利根運河開鑿工事）
写真（利根運河開鑿工事）
千葉県下総国東葛飾郡江戸利根両川間
運河掘鑿費用見積書
利根運河会社創業事務報告書
囚人使用之儀ニ付問合及回答
写真（浚渫工事）
写真（浚渫工事）
利根運河会社第百五回営業報告書
外出証明書
写真（杉村楚人冠）
写真（加藤楸邨）
写真（長塚節）
写真（杉村楚人冠日記）

番号
52
53
54
55
56
57
58
59
60
61
62
63
64
65
66
67
68
69
70
71
72
73
74
75
76
77
78
79
80
81
82
83
84
85
86
87
88
89
90
91
92
93
94
95
96
97
98

99

100
101
102
103
104
105
106
107
108
109

所蔵者・提供者・撮影者
藤田徳雄
藤田徳雄
杉崎光三郎
杉崎光三郎

利根運河大師護持会
利根運河大師護持会
利根運河大師護持会
利根運河大師護持会
利根運河大師護持会
須賀芳江
須賀芳江
須賀芳江
須賀芳江
藤田徳雄
藤田徳雄

利根運河大師護持会
利根運河大師護持会

森田晴子

当館蔵（資料番号8264）

利根運河交流館

当館蔵（資料番号4576）
山中金三
当館蔵（資料番号6700）
当館蔵（資料番号7354）
当館蔵（資料番号8205）
流山市立博物館
流山市立博物館

当館蔵（資料番号3856）

野田市立興風図書館
柳澤清彦
山中金三
山中金三
当館蔵（資料番号4180）
川城三千雄寄託・当館蔵（資料番号5624）
我孫子市教育委員会
加藤穗高
常総市教育委員会
我孫子市教育委員会

備考（年代）
大正2（1913）年
大正4（1915）年
大正2（1913）年
大正2（1913）年
平成22（2010）年
昭和61（1986）年
平成8（1996）年
昭和25（1950）年
昭和56（1981）年
昭和48（1973）年

平成22（2010）年
平成11（1999）年
平成15（2003）年

大正初期
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
明治初期
大正4（1915）年
明治16（1883）年
明治43（1910）年
大正7（1918）年
明治22（1889）年頃
明治22（1889）年頃
明治20（1887）年

明治20（1887）年
明治22（1889）年
昭和15（1940）年
昭和15（1940）年
昭和15（1940）年
昭和20（1945）年
大正時代
昭和60（1985）年頃
明治38（1905）年
昭和5（1930）年
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３．関連事業
○オープニングレセプション
実施日：10月 9日（土）10時～ 11時
場　所：博物館 1階展示室
参加者：45人

資料名
と見かう見
杉村楚人冠全集十七巻　軽編 重編
寒雷
写真（東京大学の大利根遠漕）
写真（東京大学の全学遠漕会）
オールの置物
慶応義塾体育会端艇部百周年記念メダル
写真（東深井古墳の森）
魚形埴輪　東深井古墳群出土
鶏形埴輪　東深井古墳群出土
人物埴輪　東深井古墳群出土
人物埴輪　東深井古墳群出土
写真（大青田湿地帯の小路）
写真（地表に露出した貝）

写真（フランス式彩色地図）（部分）

写真（蛇行する運河の景観）
写真（柏大橋付近からの空撮）
写真（運河釣橋）
写真（運河橋）
写真（現在の運河橋）
写真（水堰）
写真（水堰橋）
写真（現在の水堰橋と運河水門）
写真（洪水）
写真（盛夏の田中調節池）
写真（明治41年築のレンガ造りの樋管）
写真（水堰橋から見たレンガ樋管）
写真（江川樋管記念碑）
写真（トウキョウダルマガエル）
写真（ニホンアカガエル）
写真（シュレーゲルアオガエル）
写真（メダカの群れ）
写真（オナガアゲハ）
写真（アゲハ）
写真（ハナムグリ）
写真（コバネイナゴ）
写真（シオヤトンボ）
写真（サシバ）
写真（ヨシゴイ）
写真（斜面林と水田）
写真（ヨシ原）
写真（市民農園収穫記念写真）
写真（田植え）
写真（用水路で生きもの探し）
写真（堤防から見た新川耕地）
写真（ヨシやガマの湿地帯）
写真（大青田の湿地帯）
写真（大青田の森）
写真（利根運河モザイク空中写真図）

番号
110
111
112
113
114
115
116
117
118
119
120
121
122
123

124

125
126
127
128
129
130
131
132
133
134
135
136
137
138
139
140
141
142
143
144
145
146
147
148
149
150
151
152
153
154
155
156
157
158

所蔵者・提供者・撮影者
我孫子市教育委員会
我孫子市教育委員会
野田市立興風図書館
『東京大学漕艇部百年史』所収
『東京大学漕艇部百年史』所収
割烹新川
割烹新川

当館蔵（資料番号4104）
当館蔵（資料番号4105）
当館蔵（資料番号2266）
当館蔵（資料番号2267）

国土地理院所蔵
財団法人日本地図センター複製

野田スカイスポーツ振興会
当館蔵
当館蔵（資料番号4086）

山中金三
山中金三

山中金三

新保國弘

新保國弘

紺野竹夫
田中利勝

江戸川河川事務所

備考（年代）
昭和11（1936）年
昭和16（1941）年
昭和15（1940）年
昭和10年代
昭和35（1960）年

平成22（2010）年
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
古墳時代後期
平成22（2010）年
平成22（2010）年

明治初期

平成22（2010）年
平成22（2010）年
明治時代
昭和10（1925）年
平成22（2010）年
大正4（1915）年
昭和13（1938）年
平成22（2010）年
昭和13（1938）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成19（2007）年
平成19（2007）年
平成22（2010）年
平成19（2007）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成19（2007）年
平成21（2009）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成22（2010）年
平成19（2007）年

コーナー
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○利根運河めぐり歩き
実施日：第 1回「自然とのふれあい」10月 23 日（土）9時 20 分～ 12時
　　　　第 2回「ぶらり散策」11月 23 日（火・祝）9時 20 分～12時　10月30日実施予定であったが、荒天のため変更
　　　　第 3回「歴史回廊を歩く」11月 14 日（日）9時 20 分～ 12時
　　　　第 4回「生きものの里めぐり」11月 27 日（土）8時 50 分～ 12時
案内役：第 1回　岩槻秀明氏（関宿城博物館展示協力員）
　　　　第 2回　山本順三氏（むらさきの里 野田ガイドの会）
　　　　第 3回　新保國弘氏（野田地方史懇話会）
　　　　第 4回　田中利勝氏（利根運河の生態系を守る会）
参加者：第 1回 23 人、第 2回 15 人、第 3回 24 人、第 4回 15 人
内　容：テーマごとにコースを設定し、講師の案内で利根運河を散策した。 

○寺子屋講座　
事業区分：自主事業
実施日：10月 3日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：特別展に関連づけて、第 67 回まちの仕事人講話
の講師を利根運河交流館スタッフの小名木紀子氏に依頼
し、朝市やレンタサイクルなど同館の活動事例をお話いた
だき、運河の歴史と自然、人のつながりを学んだ。

実施日：11月 21 日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：特別展に関連づけて、第 68 回芸道文化講座の講
師を株式会社野田自然共生ファーム常務取締役の木全敏夫
氏に依頼し、利根運河に隣接する野田市江川地区で行われ
ている減農薬農業や自然環境改善への取り組み、市民農園
の活動について、お話いただいた。

【3館合同事業】
○3館合同記念講演会
「オランダ人お雇い技術者と利根運河」
講　師：高崎哲郎氏（作家、土木史研究家）
実施日：10月 16 日（土）13時 30 分～ 15時 30 分
場　所：興風会館
来場者：145 人
内　容：特別展に関連して、利根運河開削に関わったオラン
ダ人お雇い外国人技師の役割について講演していただいた。

○3館めぐりバスツアー
案内役：千葉県立関宿城博物館学芸員、
　　　　流山市立博物館学芸員、当館学芸員
実施日：11月6日（土）、11月13日（土）9時～16時30分
場　所：千葉県立関宿城博物館、野田市郷土博物館、
　　　　流山市立博物館、利根運河

オープニング・レセプション

利根運河めぐり歩き
第 3回「歴史回廊を歩く」　

利根運河めぐり歩き
第 4回「生きものの里めぐり」
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よく知る来館者層にとっても少なからず新たな発見が出来る展示であった。
　また、展示企画全体においては、県立館（関宿）、直営の市立館（流山）、指定管理者制度を導入してい
る市立館（野田）という異なる運営形態の 3館が共通のテーマで展覧会を行い、合同で講演会やバスツ
アー、スタンプラリーなどを企画した。この連携は、今後の当館の運営に大いに力となるとともに、全
国的にも珍しい取り組みであったと思う。

来館者の反応　現在の運河を写した写真資料が多かったためか、分かりやすかったという声や、これか
ら実際に現地を見にいってみるという声が聞かれた。特に運河の利根川口から江戸川口まで全てが収め
られた航空写真が人目を引いていた。運河周辺に住む人達にとっては自らの生活域であるため、来館者
同士や当館のボランティアスタッフと自らの住む場所や思い出の場所などを指し示しながら交流する姿
が見られた。一方で 3館でテーマを分けて展示をしたため当館では大きく取り上げなかった利根運河と
舟運の係わりや利根運河開鑿時の詳しいエピソード等を知りたいという来館者にとっては物足りない面
もあったようである。関宿・流山・野田 3館の展示を合わせて 1つの利根運河像を描き出すことが目的
であり、舟運については関宿で、利根運河開鑿や会社経営については流山で取り上げていることを説明
したが、離れた 3館全てを回ることは容易ではなかったかもしれない。
　その他、来館者の感想は展覧会アンケート集計（44～48 ページ）を参照。

参加者：2日間合計 60人
内　容：本合同企画を活用して、利根運河について効果的
に学んでもらうため、千葉県立関宿城博物館、流山市立博
物館、野田市郷土博物館および利根運河現地を一日でめぐ
るバスツアーを実施した。 

○スタンプラリー
達成者：3館合計 294 人
内　容：3館にスタンプと専用のスタンプシートを設置し、
全館をめぐった来館者には 3館の景品（関宿：絵はがき、
栞。野田：ペーパークラフト。流山：メモパッド、シール）
の詰め合わせを進呈した。

４．図録の発刊
展示解説図録を発刊、頒布した（72ページも参照）。

５．評価
展示内容　観光と自然をテーマとしながらも、歴史的な事
象に絞らず、現在見ることのできる利根運河の姿や市民農
園など、将来に向けた取り組みを紹介することを心がけ
た。そのため古写真も含めて写真資料が非常に多い展示構
成となった。また、三十六景それぞれについて、実物資料
が豊富にあるものもあれば、写真のみのものもあるなど、
一景ごとの資料の量に大きな差が出てしまった。全体的に
実物資料の不足感は否めなかったが、利根運河を知らない
来館者には現地の様子が伝わりやすかったようである。さ
らに、様々な事柄を三十六景としてまとめたため、運河を

3 館合同記念講演会
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１．目的
　市民公募展では、学芸員がテーマを決め、それをもとに市民から資料の公募を行い、展示を行う。野
田に埋もれている新たな文化資料の発見とともに、市民同士がお互いの持っている資料を知ることによ
り、新たな交流が生まれることを促進する。
　本企画展では、家族の健やかな成長を願うひな祭りをテーマとし、市民から関係資料を公募・展示す
ることによって、人々のキャリアにおける家族の存在、絆を振り返るだけでなく、思い出の共有、共感
による家族というコミュニティと地域の他のコミュニティ間の相互理解、コミュニケーシュンの推進を
はかることを目的とした。また、本展示を機に、当館蔵の有職雛を約 10年ぶりに公開した。

２．展示内容
　市内在住、在勤の個人や団体から公募によって集められた様々な時代、種類、大きさのひな人形やひ
な祭りに関する品々を種類ごとに分け、ひな祭りの思い出やエピソード、当時の写真とともに展示した。

（１）　ひな祭りとひな人形の歴史
　当館所蔵の有職雛を、ひな祭りや有職雛の歴史、ひな段に並べられている人形や道具の名前を示した
パネルとともに展示した。
（２）　御殿飾・舞踊人形・家庭雛
　御殿付きのひな人形である御殿飾りと、ひな人形とともに飾られる舞踊人形、ひな祭りで祝うために
自身で制作したひな人形、もしくは人から贈られた手作りのひな人形を、パネル化したエピソードや当
時の写真とともに展示した。
（３）　色紙・絵画
　水彩画や日本画、イラストの絵画や、押し花や押絵などの方法が用いられた、額装されたおひなさま
をパネル化したエピソードや当時の写真とともに展示した。
（４）　親王飾り、段飾り
　お内裏様とお雛様の一対の組み合わせである親王飾りと、ガラスケース等に入れられた比較的小型の
段飾り、関連する思い出の品々をパネル化したエピソードや当時の写真とともに展示した。

展示事業
企画展・市民公募展

わが家のおひなさま
会　期：1月 5日（水）～ 3月 11日（金）※
会　場：博物館 1階展示室
開館時間：9時～ 17時
入館料：無料
入館者：8,510 人
※当初会期は 3月 21日（月・祝）までだったが地震のため短縮

事業区分：委託事業
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資料名

有職雛

御殿飾り
ひな人形（押絵）
御殿飾り、軸
高砂人形
踊り人形
ひな人形
内裏雛、立雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
ひな人形
吊り雛
吊り雛
水彩画
押し花
色紙
日本画
色紙
押絵
内裏雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
土雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
内裏雛
土雛
抹茶茶碗、ひな人形
お重、風呂敷
ひな人形（一式）
ひな人形（一式）
ひな人形（一式）
ひな人形（一式）
ひな人形（一式）、三番叟の人形

番号

1

2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
24
25
26
27
28
29
30
31
32
33
34
35
36
37
38
39
41
42
43
44
45
46
47
48
49

所蔵者

当館蔵（資料番号6258）

岡田しづ
中島隆
畠山幹子
遠藤桂子
小林純子
門田幸
佐々木一江
コビープリスクールのだ
加藤文子
青木栄子
斉藤俊江
瀧田芳子
個人蔵
多久和歳美
小林良子
野中健一
工藤真智子
個人蔵
古谷利恵子
服部優衣
福本義弘
よしおかさちえ
荒井節子
髙梨綾子
横川しげ子
高橋正美
金田美紀
渡野邉八重子
小柏紀子
古谷光裕
斉藤敏子
髙梨東道
馬艶
田中とよ子
金安佳子
杉田晴子
圓崎直之
樽関
澁谷由梨子
須田敏男
五十嵐玲子
海老原八重
恵良富江
古矢玲子
佐久間明美
新井薫
茂木佐平治

展示資料一覧
コーナー

※所蔵者は敬称略

御
殿
飾
・

舞
踊
人
形

親
王
飾
り

家
庭
雛

色
紙
・
絵
画

段
飾
り

ひな祭りと
ひな人形の歴史
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は自分も出展してみたいなど、出品者のキャリアと自身のキャリアを対照させる感想も見られた。
　一方で、もっとひな祭りやひな人形そのものについて知りたかったという意見もみられた。展示の趣
旨とは異なるものの、博物館で行う展示である以上はこうした知識に対する期待が寄せられることも当
然であり、「ヒト」と「モノ」への情報のバランスを限られた展示スペースでどのように設定するかが今後
の市民公募展の課題であろう。
　その他、来館者の感想は展覧会アンケート集計（44～ 48 ページ）を参照。

３．関連事業
○寺子屋講座
事業区分：自主事業
実施日：2月 20 日（日）13時 30 分～ 15時 30 分
内　容：企画展開催に関連づけて、第 71 回芸道文化講座
をコビープリスクールかみめぐろ園長の染谷裕子氏と保育
士の森未紀子氏、野村雅美氏に依頼し、和紙を使ったひな
人形作りを行った（詳細は寺子屋講座の項も参照）。

４．評価
展示内容　今回の公募展はひな祭りという季節感のある展
示だったこともあり、非常に多くの来館者が訪れた。単な
るひな人形の展示ではなく、おひなさまを通じて出品者と
その家族のキャリアや絆を紹介するという趣旨のため、前
回の市民公募展「思い出のモノ語り」と同様、「モノ」にエピ
ソードを添えて、出品者すなわち「ヒト」を強調することと
した。そのため、当時のひな祭りの様子を撮影した写真や
エピソードも公募し、資料とともに展示した。これにより、
限られた展示スペースにあって、最小限の資料でその家族
のひな祭りの様子を視覚的に伝えることができた。

来館者の反応　他の展覧会に比べ女性や家族連れが非常に
多く、幅広い年齢層の人々が見学に訪れた。様々なおひな
さまが見られてよかったというひな人形への感想の他に、
様々な家族の思いが伝わった、ここまで人形や思い出を大
切にされてきたことに感動した、など出品者への感想も多
く見られた。また、自分のおひなさまを思い出した、今度

寺子屋講座「和紙で作るひな人形」 
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展覧会アンケート集計
○総集計枚数

展覧会名 回収期間（＝会期） 回収枚数
野田市制施行60周年記念事業　平成22年度第1回企画展
「関根金次郎と渡辺東一～将棋界を支えた二棋士の生涯～」

4月3日
～7月5日

120枚
（入館者数の1.4％）

平成22年度第2回企画展
「野田に生きた人々　その生活と文化　パート3」

7月17日
～9月27日

117枚
（入館者数の 2.1％）

利根運河通水120年記念合同企画事業　平成22年度特別展
「利根運河三十六景～運河をめぐる、ひと・もの・こと～」

10月 9日
～12月6日

206枚
（入館者数の 3.4％）

平成22年度第3回企画展・市民公募展
「わが家のおひなさま」

1月5日
～ 3月 11日

146枚
（入館者数の 1.7％）

1. 性　別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3. 住まい

2. 年　代　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 4. 現在の仕事、立場(複数回答有)

1. 性別…複数回答は無効
2. 年代…複数回答、年齢不明は無効

将棋 生活文化3 利根運河 おひなさま
82
(68%)
26
(22%)
12
(10%)

66
(57%)
46
(39%)
5
(4%)

145
(70%)
49
(24%)
12
(6%)

62
(43%)
66
(45%)
18
(12%)

男

女

無効・
未回答

将棋 生活文化3 利根運河 おひなさま
44

（37%）
71

（59%）
5

（4%）

36
（30%）
77

（66%）
4

（4%）

71
（35%）
126

（61%）
9

（4%）

81
（56%）
59

（40%）
6

（4%）

市内

市外

未回答

将棋 生活文化3 利根運河 おひなさま
8

（7%）
5

（4%）
2

（2%）
7

（6%）
19

（16%）
20

（16%）
34

（28%）
19

（16%）
4

（3%）
2

（2%）

12
（10%）
12

（10%）
5

（4%）
14

（12%）
12

（10%）
13

（11%）
26

（23%）
16

（14%）
2

（2%）
5

（4%）

1
（1%）
2

（1%）
4

（2%）
9

（4%）
25

（12%）
40

（19%）
72

（35%）
36

（18%）
6

（3%）
11

（5%）

1
（1%）
3

（2%）
9

（6%）
4

（3%）
9

（6%）
28

（19%）
56

（38%）
19

（13%）
8

（6%）
9

（6%）

10代未満

10代

20代

30代

40代

50代

60代

70代

80歳以上

無効・
未回答

将棋 生活文化3 利根運河 おひなさま
9

（7%）
0

（0%）
3

（2%）
1

（1%）
4

（3%）
13

（10%）
21

（17%）
7

（6%）
9

（7%）
12

（10%）
33

（26%）
6

（5%）
5

（4%）
2

（2%）

16
（13%）
4

（3%）
0

（0%）
1

（1%）
4

（3%）
6

（5%）
19

（15%）
7

（6%）
5

（4%）
24

（20%）
25

（20%）
0

（0%）
8

（7%）
4

（3%）

1
（1%）
1

（1%）
1

（1%）
4

（2%）
4

（2%）
20

（9%）
42

（19%）
14

（6%）
13

（6%）
24

（11%）
69

（32%）
3

（1%）
8

（4%）
10

（5%）

2
（1%）
1

（1%）
0

（0%）
2

（1%）
11

（7%）
8

（5%）
19

（12%）
10

（7%）
7

（5%）
34

（22%）
44

（29%）
0

（0%）
6

（4%）
9

（6%）

小学生

中学生

高校生

大学生

就学者
その他
会社・
団体役員
常勤社員
・職員
アルバイト
・パート

個人事業主

専業主婦
・夫

定年退職者

失業中

就業者
その他
無効・
未回答
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4-1.　職業分野
将棋 生活文化3 利根運河 おひなさま
2

（3%）
3

（5%）
8

（13%）
5

（8%）
5

（8%）
5

（8%）
1

（2%）
6

（10%）
0

（0%）
2

（3%）
1

（2%）
3

（5%）
2

（3%）
8

（13%）
2

（3%）
2

（3%）
6

（10%）

1
（2%）
4

（9%）
7

（16%）
1

（2%）
6

（14%）
2

（5%）
0

（0%）
6

（14%）
3

（7%）
0

（0%）
0

（0%）
3

（7%）
2

（5%）
1

（2%）
2

（5%）
0

（0%）
5

（12%）

1
（1%）
7

（7%）
8

（8%）
3

（3%）
11

（10%）
11

（10%）
1

（1%）
11

（10%）
2

（2%）
1

（1%）
2

（2%）
10

（10%）
1

（1%）
7

（7%）
8

（8%）
4

（4%）
16

（15%）

0
（0%）
3

（5%）
13

（22%）
1

（2%）
5

（9%）
7

（12%）
0

（0%）
8

（14%）
4

（7%）
3

（5%）
0

（0%）
1

（2%）
0

（0%）
3

（5%）
3

（5%）
3

（5%）
4

（7%）

法務

公務・保安

サービス

金融

営業・販売

事務

マスコミ

教育

社会福祉

医療・看護

自然研究・技術

機械・科学研究・技術

コンピュータ

建築・土木

運輸

芸能・芸術・デザイン

未記入、無効

4-2.　定年退職者の活動(複数回答有)

将棋 生活文化3 利根運河 おひなさま
12
2
17
18
5
8
0

7
4
13
11
2
2
4

17
10
36
25
5
11
6

11
3
17
19
5
8
7

ボランティア
町内会
趣味

自宅にいる
パートなどの仕事

その他
未回答

４．現在の仕事、立場…平成21年度よ
り、職業に関する設問を改訂。「現在の仕
事・立場（４）」を 13 の選択項目とし、
さらに何らかの就業をしている方に「職
業分野（4－1）」を 16の選択項目から、
定年退職をした方に「現在主に何をして
いるか（4－2）」を6の選択項目からそれ
ぞれ選んでもらうこととした。
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5.　来館目的(複数回答有)

6.　博物館来館回数　　　　　　　　　　　　　　8.　開催を知った情報媒体(複数回答可)

将棋 生活文化3 利根運河 おひなさま
65
10
3
4
0
20
16
15

45
8
3
4
0
32
23
12

115
17
6
11
1
36
24
13

88
19
4
6
1
14
23
13

企画展/特別展(博物館1階)
常設展(博物館2階)
博物館でのイベント
市民会館でのイベントで立ち寄り
市民会館貸部屋利用で立ち寄り
野田市内観光コースとして訪問
その他
未回答

将棋 生活文化3 利根運河 おひなさま
63
11
8
4
3
1
0
3
0
19
0
8
0

74
11
3
4
4
1
0
0
0
15
0
5
0

100
15
17
7
8
3
3
1
0
44
1
7
0

67
9
10
4
9
3
1
1
0
33
1
5
1

初めて
2回目
3回目
4回目
5回目
6回目
7回目
8回目
9回目
10回以上
複数回
未記入
無効

将棋 生活文化3 利根運河 おひなさま
20
17
9
6
17
11
6
6
2

1
3
2
5
11
5
8
8
2

9
38
29
25
37
12
5
19
1

12
12
11
21
32
8
19
14
3

新聞
ポスター
チラシ
タウン誌
野田市報
ホームページ
友人・知人紹介
その他
未回答

将棋 生活文化3 利根運河 おひなさま
73

（61%）
43

（36%）
4

（3%）

32
（27%）
78

（67%）
7

（6%）

127
（61%）
78

（38%）
1

（1%）

95
（65%）
45

（31%）
6

（4%）

はい

いいえ

無効・
未記入

7.　企画展/特別展の開催既知

６．博物館来館回数…「●回～▲回」、「●、▲回」等の記入は▲回に入れる／
「■回位」は■回に入れる／10回以上には「10数回」「15回以上」「20回」などを含む／複数回には「数回」「数十回」「数え切れない」などを含む
８．開催を知った情報媒体…未回答は設問７で「はい」と回答した上で番号に○なし、（　）内に記述なしの件数
8-1. 利根運河展のみ用意した設問。合同企画事業のため他館の展示の見学状況を調査。複数回答可。「見学した」「これから見学する予定である」には、両
館、一方の館のみ、館名未選択を含む

8-1. 県立関宿城博物館、流山市立博物館で開催中の、
利根運河に関する企画展はご覧になりましたか

利根運河
51
88
63
2
15

見学した（関宿・流山）
これから見学する予定である（関宿・流山）

見学する予定はない
その他

未回答・無効
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○上記のように考える理由（回答の顕著な特徴）
【将棋展】
・将棋に関心があるのでよかった、郷土の人物について理解できた、名人戦との関係が分かったという意見が見られた。
・歴代の名人についてのコーナーもほしかったという意見があった。
【生活文化展3】
・全体的に野田の歴史がよくわかった、という意見が多い。
・戦中、戦後の展示コーナーについて、懐かしいという意見が見られた。
・面白味が無い。タイトルに「人々」とあるが全く伝わってこないとう意見もあった。
【利根運河展】
・近隣に住んでいる人や日頃散策している人たちからは、運河に係わる思い出や、今まで知らなかった利根運河の魅力を知る
ことができたなどの意見があった。
・写真が多くてわかりやすかったという一方で、展示資料を増やしてほしかったという意見もあった。
・関宿城博物館・流山市立博物館との合同展覧会であり、3館でテーマを分けて展示をしたため、当館ではあまり取り上げな
かった舟運に係わる運河開鑿の意義をもっと知りたかったとの意見もあったが、逆に他館と異なる視点で利根運河を紹介して
いてよかったという意見もあった。
【おひなさま展】
・様々なひな人形を見ることができ、家族の思いが伝わったという意見があった。
・時代の移ろいを感じることができたという意見があった。
・次回は私も出品したいという意見があった。

10．印象に残った展示は何ですか（回答の顕著な特徴）
【将棋展】
・書、着物、駒、名人戦で使用した駒や将棋盤などが挙げられたが、回答は展示資料全般にわたっており、とりたてて特徴を
見出すことは難しい。
【生活文化展3】
・土偶、埴輪などの考古遺物、樽職人、戦中戦後の生活資料の回答が多かった。
【おひなさま展】
・ひなまつりに関する思い出のパネルを読んで、当時の様子や様々な思いが伝わったという意見があった。
・館蔵の有職雛が素晴らしかったという意見が見られた。
・○○家、○○さんのおひなさま、という具体的な展示物を挙げるだけでなく、全てのおひなさまが素晴らしく、印象に残った
という意見も見られた。

９. 企画展／特別展の内容はいかがでしたか

大変良かった
まずまず良かった
あまり良くなかった

悪かった
未回答

将棋 生活文化３ 利根運河 おひなさま
67（56%）
42（35%）
2（2%）
0（0%）
9（7%）

47（40%）
48（41%）
3（3%）
0（0%）
19（16%）

75（36%）
115（56%）
1（1%）
0（0%）
15（7%）

87（60%）
50（34%）
0（0%）
0（0%）
8（6%）
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○上記のように考える理由（回答の顕著な特徴）
【将棋展】
・係員の対応、サービスがよかったとする意見が最も多かった。
・静か、落ちついて見られるなどの雰囲気を肯定的に評価する意見が見られた。
・照明が暗くて文字が良く見えなかったという意見があった。
【生活文化展3】
・他の展示同様に静かで落ち着いている、ゆっくりみられるといった意見が多い。
・博物館ボランティアの対応、説明に対する好評価が多い。
・博物館ボランティアがいない日に来館したためか、展示物について説明してくれる人がいた方が良いという意見があった。
・館内に人がいて話し声がうるさく、落ちついて見れないという意見が見られた。
【利根運河展】
・他の展示同様に静かで落ち着いている、ゆっくりみられるといった環境を評価する意見が多かった。
・博物館ボランティアに対する高評価が多かった。
・展示内容が興味を引かないという意見があった。
【おひなさま展】
・落ち着いた雰囲気で、ゆっくりと見学できたという意見が見られた。
・受付の博物館ボランティアが親切で、説明が分かりやすかったという意見があった。
・館内が寒いなど、空調の改善への要望が多く寄せられた。

12．  郷土博物館に求める機能・役割（回答の顕著な特徴）
【将棋展】
・町中に案内板が必要であるなど、博物館へのアクセス改善を求める意見が見られた。
・郷土の歴史、人物、自然などの展示の希望があった。
【生活文化展3】
・いい展示を行っているのでもっとPRしてほしい、という意見が複数あった。
【利根運河展】
・野田の歴史、地域性がわかる展示、博物館への誘導サインの改善、外国語の案内などは他の展示と同様に要望が多い。
・醤油以外の展示を見たいという意見があった。
・バリアフリー化、映像・音声機器の活用の要望があった。
【おひなさま展】
・郷土の歴史についてもっと詳しく知りたいという要望があった。
・市民に参加、協力をお願いする前に、博物館は市民の質問にきちんと回答すべきという意見が寄せられた。
・博物館資料の目録を公開すべきという意見があった。
・アクセスが分かりづらい、もっと宣伝してほしいという意見が見られた。

11.　郷土博物館全般の雰囲気や居心地はいかがでしたか

大変良かった
まずまず良かった
あまり良くなかった

悪かった
未回答・無効

将棋 生活文化３ 利根運河 おひなさま
59（49%）
44（37%）
3（2%）
0（0%）
14（12%）

54（46%）
40（34%）
2（2%）
0（0%）
21（18%）

68（36%）
111（59%）
7（4%）
0（0%）
2（1%）

60（39%）
63（41%）
6（4%）
0（0%）
26（16%）
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